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■関連する主な事業 （単位：千円）

目指す姿 市民が豊かに学び、それぞれの学びの成果によって、地域社会で活躍しています。

関連する分野別計画 亀山市生涯学習計画

基本施策に関連する
ＳＤＧｓのゴール

ＳＤＧｓ推進の考察
「社会的包摂」の視点から、誰もが均質に学ぶ環境創出に向けての取り組みであると認識している。また、個々の
学びはその個人に回帰するものではなく、その成果が社会の中で生かされ、地域連帯を深めていくものと認識して
いる。

令和４年度 施策評価シート

施策の大綱 ２．健康で生きがいを持てる暮らしの充実 評価担当者

基本施策 （５） 学びによる生きがいの創出 教育部長　亀山　隆

施策
の方向

事業名
上段：予算額

実績・成果等
下段：決算額

① 地域の学び推進事業
16,300 中央公民館講座は、感染症対策を徹底することで学びの機会を提供し、多彩

な講座の実施ができた。かめやま人キャンパスは、３つの養成講座を修了し、か
めやま人として７人を認定した。13,953

② 新図書館整備事業
1,048,100 新図書館を開館することができ、新システムの導入により事務の軽減と利用者

の利便性の向上が図られた。また図書館整備推進委員会、図書館フォーラム
の実施により開館に向けた機運を醸成することができた。1,046,527

太字：主要事業
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■市民アンケート調査

■施策推進　[施策の方向]
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指標 現状値
実績値

目標値
単位 R4 R5 R6 R7

20

図書館入館者数 人 61,500 Ｒ２ 90,583

デジタル技術を活用した講座の開催数 回 8 Ｒ２ 1

230,000

0.04

項目
現状値
[R2]

１次
[R5]

２次
[R6]

市民アンケートの考察

1 生涯学習講座が充実している
重要度 0.81

満足度 ▲ 0.14

―

令和５年度の市民アンケートの結果を踏まえて、
次年度に考察します。

満足度 0.15

2
公民館などの施設や行事内容が充実して
いる

重要度 0.68
満足度

今後の展開方針

学びの参加者の実数増加に主眼を置くのではなく、「かめやま人キャンパス」の実践の中で積み上げてきた学びを通じた地域活躍や人間関係
構築などによる幸福度により、主体的な学び手から学びの提供者へ転化していく流れを公民館講座やそのほかの学びの場へ広げ、この中核
拠点として図書館を活用していく。これら一体的な展開と併せて健康都市大学との連携とを重ねることで、地域人材の育成とそのネットワーク
構築、読書を基軸とした健康的生活環境の創出を進めていく。また、地域文化の継承拠点としての図書館機能の充実するとともに、「かめや
ま人キャンパス」や歴史博物館事業との連携により、地域情報発信機能の強化を図っていく。

総合評価
地域課題の解決に生かせる学びの展開については、コロナ禍による制約下での学びの提供の模索を踏まえ、「かめやま人
キャンパス」の第１期を完了することができた。この中で、令和３年度認定の「まちの起業人」は、既に地域に直結するビジネ
スを展開実践が行われている他、令和４年度認定の「森と水の守り人」は「鈴鹿川等源流の森林づくり協議会」と連携して講
座を実施したことから、協議会への携わりも含めた地域活動を展開している。また、「まちの歴史人」は、地域の歴史文化を
地域住民の地域への愛着や誇りにつなげる学びを踏まえて、まちづくり協議会や各種団体で活躍され、これら「かめやま人」
の中には行政委員への登用も行われている。このように、「かめやま人」が実際に地域づくりに寄与する展開へつながり、従
来の知識付与に主眼を置いた学びから地域の中で学びの成果によって地域社会で活躍し、生きがいにつなげていく亀山市
らしさを有した学びの在り方が確立されたことは大きな成果であったと考えている。誰もが学べる環境づくりについては、学び
の模索の中で、オンライン等ICTの活用やテーマに深化した少人数での学び、学びの制約下を経過した中で対面での学びに
より、学びを通した人間関係構築の再認識があったものと考えている。一方で、コロナ禍で激減した学びの参加者総数につい
ては、社会的包摂の視点も入れながらどのように復活させていくかの実践的検証が必要である。図書館については、平成29
年の基本構想策定以来の取り組みの総仕上げとして、令和５年１月26日の開館を迎えた。この開館に向け、利用者視点に
立ったICT機器類の導入や環境整備を進めることができた。また、開館後令和４年度だけで57,000名を超える入館を得て、
学びと交流の中核拠点であり、誰もが利用できる市民の居場所空間の創出を図ることができた。

Ａ
順調に進んだ

4
重要度
満足度

3 図書館が充実している
重要度 0.91

施策の方向 施策推進に関する考察

地域課題の解決に生かせる学びの展
開

新図書館を核とした読書活動・市民
活動の推進

誰もが学べる環境づくり

「かめやま人キャンパス」を開催するとともに、「かめやま人」認定者の支援を行い、人材育成を展
開している。今後も、更なる学びの循環による人材育成を展開していく。

ボランティアの協力等により、市民の読書活動の推進を図った。新図書館開館を機に市民交流
の場として、新図書館を核とした賑わいの創出につながる取組も進める。

学びの情報を一元化した学びのガイドブックを発行するとともに、中央公民館講座等を開催し、市
民に学びの機会を提供した。今後も、学びの機会の充実を図る。


